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見

、

支

僕
42
・
１

　

中
央
協
議
会

、
２
０
１
４
年

司
祭
叙
階
60
周
年
（

祝
）、50
周
年
（
金
祝
）、25
周
年
（
銀
祝
）

迎

方
々

発
表

。

全
国

祝
14
人
、金
祝
33
人
（
溝
部 

脩
司
教

野
村
純
一
司
教

含

）、銀
祝
28
人
。
長
崎
教
区
内

叙
階

節
目

迎

司
祭

次

通

。

祝

信
者

出
会

・

神
父

　

日
本

宣
教

望

、来。

60
年

長

、多

出
会

。
人
々

洗
礼

授

、信
者

思

過

中

感

、洗
礼

招

神
様

。
私

、長
崎

黙
想

家

最

喜

働

「

」

「

」

「

」

「
御
父
」

 

末
吉
矢
作
神
父

　

司
祭
叙

階年

迎

喜

、筆
舌

表
現

。
実

感

無
量

尽

。

良

機
会

神

恩
人

皆
様

感
謝

誠

捧

同

時

、

願

、

命

限

、

使
命

忠
実

果

決
意

。

　

「
神

国

、実

間

」（

17
・

21
）

教

言
葉

信

、

慰

、神

国

建

設

励

、地
上

天
国

前
味

体
験

。

　

略
歴
　

聖

修
道
会
司
祭
。
１
９
２
５

。
90
代

日
々

有
意

義

送

、

人
々

導

。

信
者

出
会

、抱

問

題

聞

。
聞

意

味

。

　

略
歴
　

会
司
祭
。
１
９

２
２
年
８
月
２
日
米
国
・

生

。
54
年
６
月
16
日

神
学
生

 

眞
浦
健
吾
神
父

　

浦
上
教

会

５

年
、
司
祭

基
礎

。

井
持
浦
教
会

４
年
、石

洗

井
戸

新

。
佐
世
保

天
神
教
会

７
年
、

念
願

駐
車
場

購
入
。
浦
頭
教
会

６
年
、堂
崎
天
主
堂

１
０
０
周

年

盛
大

祝

。
今
、神

学
院

、神
学
生

。

小
教
区

信
徒

皆
様

本
当

感
謝

。

　

略
歴
　

１
９
６
２
年
６
月
10
日
新

上
五
島
町
生

。
仲
知
教
会
出
身
。

89
年
３
月
17
日
浦
上
教
会

司
祭
叙

階
。
同
年
４
月
浦
上
教
会
助
任
、94

年
井
持
浦
教
会
主
任
、98
年
天
神
教

会
主
任
、05
年
浦
頭
教
会
主
任
、11
年

長
崎

神
学
院
院
長
。

銀　

祝

忍
耐

感
謝 

福
島
光
明
神
父

　
私

、
忍

耐

使

神
様

、忍
耐

受

入

支

信
者

皆
様

、

感
謝

。
本
当

。

　

略
歴
　

１
９
６
２
年
５
月
20
日
新

上
五
島
町
生

。福
江
教
会
出
身
。

89
年
３
月
17
日
浦
上
教
会

司
祭
叙

階
。
同
年
４
月
大
浦
教
会
助
任
、94

年
曽
根
教
会
主
任
、
２
０
０
１
年
木

鉢
教
会
主
任
、07
年
４
月
大
野
教
会

主
任
、同
年
８
月
天
神
教
会
主
任
、13

年

山
田
教
会
主
任
。

金　

祝

過
去

振

返

 

小
島 

栄
神
父

　

激
動

最
中

司

祭
叙
階。

学

生

労
働

者

怒
号

最
中

。

東
西
冷
戦

黒
人

人
権
運
動

最

中

。
公
会
議

最
中

「
主

入

用
」

 

萩
原
栄
三
郎
神
父

　

司
祭
叙

階

時

目
指

、

主

入

用

使

繋

（
修
道
生

活
）

、

自
分

都
合

優
先

、主

望

後
回

使

勝
手反

省

。

神

様

忍
耐
強

修
道
生
活

止

。

、

神
様

慈

多

方
々

祈

、
支
援

指
導

賜
物

深

感
謝

。

　

意
識

「
主

入

用

」

声

掛

乗

準

備

整

思

。

　

略
歴
　

聖

修
道
会
司
祭
。
１
９
３
５

年
10
月
23
日
平
戸
市
生

。
紐
差

教
会
出
身
。
64
年
２
月
16
日

・

聖

大

聖
堂

司
祭
叙
階
。
65
年

聖
母

騎
士
学
園
中
・
高
等
学
校

勤
務
、

69
年
日
本
管
区
副
管
区
長
、72
年
同

事
務
局
長
（
東
京
・
関
町
修
学
院
院

長
兼
務
）、74
年

病
気
療
養
、81

年
日
本
管
区
長
、88
年

社
会
福

祉
法
人
聖

会
理
事
長
、児
童

養
護
施
設
聖
母

騎
士
園
園
長
、湯

江
教
会
（
小
長
井
教
会
）
助
任
。

祈
 

山
内
春
治
神
父

　

家
教
会

前、
日
々

生
活

鐘

時
報

共

。
毎
朝

仕

、登
校

。
小
学
校
卒
業

神
学
校
行

定

。
司
祭

当
然

思

召
命

、実

神
様

前

準
備

恵

気

。

召
命

生

祈

考

。

 

中
濱
敬
司
神
父

　

「
神
父

様
」

呼
向

合

皆

、司
祭

育

。
躓

方
々

「

」。
神

信
頼

深、

。
今
後

世
話

。

　

略
歴
　

１
９
６
２
年
６
月
16
日
五

島
市
生

。
貝
津
教
会

受
洗
。

水

浦
教
会
出
身
。
89
年
３
月
17
日

浦
上
教
会

司
祭
叙
階
。
同
年
４
月

長
崎
公
教
神
学
校
（
現
長
崎

神
学
院
）、94
年
長
与
教
会
助

任
、96
年
長
与
教
会
主
任
、99
年
宝
亀

教
会
主
任
、
２
０
０
６
年

研
修
、07
年

研
修
、08
年

教
区
本
部
事
務
局
、10
年

稲
佐

教
会
主
任
。

稲
佐
教
会
助
任
、66
年
長
崎

公
教
神
学
校
（
現
長
崎

神
学
院
）、70
年
中
町

教
会
助
任
、71
年
宝
亀
教
会

主
任
、74
年
浦
上
教
会
助
任
、

77
年
１
月
桐
教
会
助
任
、同

年
５
月

主
任
、83
年
長

崎
公
教
神
学
校
校
長
、92
年

研
修
（

）、93
年
浅
子
教
会
主

任
、
２
０
０
１
年
田
平
教
会

主
任
、05
年
福
江
教
会
主
任
、

09
年

浦
上
教
会
主
任
。

五
十
年

日
々 

柳
本
繁
春
神
父

　

振
返

人

生

見時
、

不
十
分

自
分

司
祭
職

忍
耐

受

入

主

感
謝
。

、祈

犠
牲

支

信
徒

皆
様

感
謝

。

　

思

語

一
生
懸
命

方

練
習

時

日
本
語

対
面

方
、第
２

公
会
議

激
動

時
期

乗

越

、今
日

日

迎

、感
謝

念

。

　

残

司
祭
職

精

　

略
歴
　

聖

修
道
会
司
祭
。
１
９
３
６

年
３
月
26
日
佐
世
保
市
生

。
黒

島
教
会
出
身
。
64
年
３
月
14
日

・

聖

大
聖

堂

司
祭
叙
階
。
65
年
愛
知
・
瀬
戸

教
会
主
任
、66
年

・
日
伯

司
牧
協
会
（

州

・

、

州

・

・

）、76
年
奄
美
大

島
・
古
仁
屋
教
会
助
任

古
田
町
教

会
助
任
、79
年
本
河
内
教
会
主
任
、82

年
愛
知
・
春
日
井
教
会
主
任
、88
年

聖
母

騎
士
園
（
児
童
養
護
）、96
年

沖
縄
・
名
護
教
会
主
任
、
２
０
０
２

年
東
京
・
亀
有
教
会
主
任
、06
年

養
護
老
人

聖

園
園
長
。

　

日
本

信
徒
発
見
１
５
０
周
年

恵

年

前

、長
崎
教
区

見
据

非
常

大
切

会
議

始

。

　

会
議

長
崎
教
区

人

関

重
大

事

項

代
表
者

聖
霊

導

実
行
性

前
提

真

剣

討
議

、

教
区
長

提
示

。

　

、実

会
議

、開
会

参
加

、折
々

祈

加

、心

願

。

　

開
会
　

５
月
４
日
（
日
）
14
時
45
分
　

浦
上
教
会

　
　
　
　

第
１
会
期
　

５
月
４
日
（
日
）

６
日
（
火
）
大
司
教
館

　
　
　
　

第
２
会
期
　

７
月
20
日
（
日
）

21
日
（
月
）
大
司
教
館

　
　
　
　

第
３
会
期
　

９
月
14
日
（
日
）

15
日
（
月
）
大
司
教
館

　
　
　
　

第
４
会
期
　

11
月
２
日
（
日
）

３
日
（
月
）
大
司
教
館

　

閉
会
　

２
０
１
５
年
３
月
17
日
（
火
）
10
時
　

大
浦
天
主
堂

教区代表者会議

献

尽

。

　

略
歴
　

聖

修
道
会
司
祭
。
１

９
３
５
年
３
月
13
日
山
梨
・
甲
斐
市

生

。
51
年
甲
府
教
会

受
洗
。

東
京
・
赤
羽
教
会
出
身
。
64
年
３
月

14
日

・

聖

大
聖
堂

司
祭
叙
階
。
同
年
聖

母

騎
士
園
（
児
童
養
護
）、66
年
鹿

児
島
・
奄
美
教
会
司
牧
、73
年
聖
母

騎
士
園
園
長
、85
年

・

聖

大
聖
堂

奉
職
、88
年
東
京
・
関
町
修
学
院
院

長
、91
年
奄
美
教
会
主
任
、97
年
大

分
・
由
布
教
会
主
任
、
２
０
０
０
年

養
護
老
人

聖

園
園
長
、04
年
奄
美

園
（
特
別
養

護
・
通
所
）
園
長
、09
年
奄
美
大
島
・

古
田
町
教
会
主
任
、13
年

本
河

内
教
会
主
任
。

。

東
京

。
悔
恨

山
積

、過
去

振

返

。

　

司
祭

長

間
耐

、祈

、支

信
徒

皆

神

詫

、幾

重

感
謝

。
感
謝

。

　

略
歴
　

１
９
３
７
年
10
月
11
日
五

島
市
生

。
浜
脇
教
会

受
洗
。

中
町
教
会
出
身
。
64
年
３
月
19
日
大

浦
天
主
堂

司
祭
叙
階
。
同
年
８
月

年
６
月
18
日
佐
世
保
市
生

。
黒

島
教
会

受
洗
。
田
平
教
会
出
身
。

54
年
12
月
８
日

・

聖

教
皇
殉
教
者
聖
堂

司
祭
叙
階
。
59
年
東
京
・
聖

神
学
院
哲
学
・

語
・

音
楽
教
師
、60
年
同
学
院
校
長
、65
年

管
区
長
・
仁
川
学
院
理
事
長
、70
年

聖
母

騎
士
修
道
院
院
長
、73
年
東

村
山
修
道
院
院
長
・
修
練
長
、76
年

聖
母

騎
士
学
園
中
・
高
等
学
校
校

長
・
小
神
学
校
校
長
、79
年
学
園
修

道
院
院
長
・
椿
原
中
学
校
校
長
・
聖

母

騎
士
小
学
校
校
長
、82
年

聖
母

騎
士
修
道
院
院
長

務

、

同
年
聖
母

騎
士
社
代
表
、85
年
聖

母

騎
士
幼
稚
園
園
長
、91
年

東
長
崎
修
道
院
院
長

務

、同
年

東
長
崎
教
会
主
任
、92
年
聖
母

騎

士
東
長
崎
幼
稚
園
園
長
、94
年
東
長

崎
教
会
主
任
、97
年
亀
有
修
道
院
院

長
・
亀
有
教
会
主
任
。
２
０
０
２
年

春
日
井
修
道
院
・
春
日
学
園
理
事
長
、

05
年
聖
母

騎
士
修
道
院
院
長
・
修

練
長
、09
年

聖
母

騎
士
聖

修
道
女
会

本
部
聖
堂
付
司
祭
。

叙階式　３月 21 日（金）16 時　　浦上教会
  司祭叙階受階者 
  助祭叙階受階者 

選任式　３月 20 日（木）10 時半　浦上教会
  祭壇奉仕者受任者 
  朗読奉仕者受任者 

司
祭
叙
階
。
55
年
８
月
27
日

来
日
、61
年
東
京

神
学

院
（
現
日
本

神
学
院 

東
京

）

教
義
神
学
・

基
礎
神
学

教

〔
65

66
神
学

院
院
長
代
行
、66

67
神
学
院
院
長
、

67

68
神
学
院
院
長
代
行
〕、71
年
長

崎
・
立
山
黙
想

家
所
長
、80
年
山

口
教
会
主
任
、91
年
宇
部
教
会
助
任
、

95
年
立
山
黙
想

家
所
長
、
２
０
０

２
年

国
際
学

院

霊
的
指
導
・
英
語
指
導
、05
年

長
崎
・
二
十
六
聖
人
修
道
院
。



　 　第1015号　（昭和27年１月12日第三種郵便物認可）� 　　　　2014年（平成26年）3月１日（毎月１日発行）　（２） 　カトリック教報

長
崎
で
の
「
信
徒
発
見
」

　

40
数
年
前
、私
が
長
崎
を
出
て
入
籍
し
た
大
分

の
地
は
、か
つ
て
豊
後
の
領
主
、大
友
義
鎮（
宗
麟
）

の
厚
遇
の
下
、ザ
ビ
エ
ル
に
続
く
宣
教
師
た
ち
に

よ
っ
て
聖
堂
や
コ
レ
ジ
オ
が
建
て
ら
れ
、教
勢
を

伸
ば
し
、日
本
最
初
の
府
内
教
区
（
１
５
８
８
年
）

が
置
か
れ
た
宣
教
地
で
あ
る
。
宗
麟
は
、日
向
の

国
、延
岡
に
キ
リ
シ
タ
ン
王
国
の
理
想
郷
を
つ
く

ろ
う
と
し
た
が
、島
津
と
の
戦
い
で
敗
走
し
、そ
の

夢
は
露
消
え
た
。
し
か
し
そ
の
間
も
、福
者
ペ
ト

ロ
・
カ
ス
イ
岐
部
神
父
や
加
賀
山
半
左
衛
門
父
子

を
は
じ
め
、多
く
の
殉
教
者
を
輩
出
す
る
ほ
ど
、こ

の
地
に
信
仰
は
根
づ
い
て
い
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、禁
教
令
と
と
も
に
長
く
厳
し
い
弾

圧
と
迫
害
に
よ
っ
て
、こ
の
地
か
ら
キ
リ
シ
タ
ン

は
根
絶
し
、府
内
教
区
も
自
然
消
滅
し
た
。
な
ぜ

な
の
か
。
切
支
丹
史
家
た
ち
は
、キ
リ
ス
ト
教
が

下
層
の
庶
民
の
間
に
信
仰
が
根
づ
い
て
い
っ
た
長

崎
に
対
し
、豊
後
で
は
、領
主
と
そ
の
家
臣
か
ら
の

集
団
改
宗
的
色
合
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う

（
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
出
版
「
カ
ト
ペ
デ
ィ

ア
２
０
０
４
」
１
９
１
～
２
２
３
頁
参
照
）。

　

１
８
６
５
年
、弾
圧
と
迫
害
に
耐
え
た
長
崎
の

教
会
で
「
信
徒
発
見
」
の
出
来
事
が
あ
っ
た
。
そ

れ
は
、
２
５
０
年
以
上
に
及
ぶ
星
霜
を
重
ね
、信

徒
の
手
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
日
本
の
教
会
の

復
活
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
約
１
５
０
年
た
っ
た

今
日
、そ
の
信
仰
の
灯
と
教
会
の
あ
り
様
が
問
い

直
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
、閉
幕
し
た
「
信
仰
年
」

の
特
集
と
し
て
組
ま
れ
た
「
長
崎
は
な
ぜ
長
崎
を

棄
て
る
の
か
」
と
い
う
貴
紙
の
問
い
か
け
が
そ
れ

で
あ
る
。
そ
れ
は
、信
仰
の
伝
承
の
危
機
感
と
教

会
刷
新
、ま
た
新
し
い
宣
教
の
手
が
か
り
を
探
す

呼
び
か
け
と
し
て
響
い
て
き
た
。

　

今
や
、私
た
ち
は
「
キ
リ
ス
ト
教
国
」
と
か
「
宣

教
地
」
と
言
え
な
い
ほ
ど
、世
界
共
通
の
問
題
と

課
題
を
抱
え
て
い
る
。
あ
る
神
学
者
が
言
う
よ
う

に
、キ
リ
ス
ト
教
は
、「
国
」
と
し
て
で
は
な
く
、

「
神
の
民
」
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
「
異
邦
人
の
庭
」

で
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」（「
離
散
」
を
意
味
す
る
ギ

リ
シ
ャ
語
で
、パ
レ
ス
チ
ナ
を
離
れ
て
暮
ら
す
ユ

ダ
ヤ
人
や
そ
の
共
同
体
の
こ
と
）
の
形
で
進
ん
で

い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、そ
の
カ

ギ
を
握
っ
て
い
る
の
が
「
信
徒
」
だ
と
思
う
。

信
徒
の
底
力
を
見
た
い
！

大
分
教
区
司
祭　

田
口 

孝
志

か
ら
だ
と
共
に
こ
れ
を
お
捧
げ
す
る
。
こ
う
し
て

家
庭
を
聖
化
し
、祈
り
と
ミ
サ
を
捧
げ
て
、「
礼
拝

す
る
共
同
体
」と
し
て
の
祭
司
的
使
命
を
果
た
す
。

　

２
つ
目
の
信
徒
の
使
命
は
、地
域
社
会
と
職
場

で
キ
リ
ス
ト
の
ま
な
ざ
し
で
人
と
関
わ
り
、こ
の

世
の
出
来
事
を
見
つ
め
、こ
の
世
の
も
の
を
神
の

方
へ
秩
序
づ
け
る
こ
と
に
あ
る
。そ
の
た
め
に
は
、

ま
ず
信
徒
自
身
が
福
音
の
教
え
を
深
く
理
解
し
、

身
の
周
り
で
起
こ
る
出
来
事
に
福
音
の
光
を
当
て

（
熟
知
す
る
）、そ
れ
が
神
の
み
旨
に
沿
っ
た
も
の

か
ど
う
か
を
判
断
し
（
識
別
す
る
）、そ
し
て
神
の

望
み
と
ご
計
画
に
沿
う
よ
う
に
方
向
づ
け
る
（
行

動
す
る
）
こ
と
（
中
央
協
出
版
「
教
会
の
社
会
教

説
綱
要
」
４
２
８
頁
参
照
）。
そ
れ
は
ま
さ
に
信

徒
の
預
言
者
的
な
使
命
で
あ
り
、「
証
し
す
る
共

同
体
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
教
皇
の
訪
日
の
折
、昭

和
天
皇
は
、カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
日
本
社
会
で
教

育
、福
祉
と
医
療
の
面
で
果
た
し
た
多
大
な
貢
献

に
対
し
、教
皇
に
感
謝
の
意
を
伝
え
た
。
し
か
し

今
、学
校
も
福
祉
施
設
も
、そ
し
て
病
院
も
そ
れ
ぞ

れ
法
人
化
さ
れ
、国
の
助
成
を
受
け
、後
継
者
不
足

で
そ
の
存
続
さ
え
問
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の

教
会
は
ど
こ
へ
宣
教
の
場
を
求
め
れ
ば
よ
い
の

か
。
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
が
身
を
も
っ
て
私
た
ち
に
そ

の
モ
デ
ル
を
示
し
た
。
信
徒
は
、深
い
カ
ト
リ
ッ

ク
の
信
仰
に
裏
打
ち
さ
れ
た
愛
の
業
の
実
践
を

も
っ
て
神
の
御
国
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
。
つ
ま

り
福
音
と
教
会
の
教
え
が
腑
に
落
ち
て
、そ
れ
が

ぶ
れ
る
こ
と
な
く
国
や
民
間
の
手
が
及
ば
な

い
、光
の
当
た
ら
な
い
人
々
と
そ
の
領
域
、特

に
い
の
ち
の
尊
厳
、人
権
、そ
し
て
平
和
の
実

現
に
つ
い
て
一
般
人
と
協
働
し
、「
奉
仕
す

る
共
同
体
」
と
し
て
生
き
て
い
く
道
が
大
事

に
な
っ
て
く
る
。

も
う
一
つ
の
「
信
徒
発
見
」
は
あ
る
か
？

　

今
、「
残
さ
れ
た
神
の
民
」
で
あ
る
信
徒

が
社
会
の
深
い
所
に
入
り
、危
機
感
を
抱
い

て
世
間
に
立
ち
向
か
う
姿
を
見
た
い
。
そ
の

た
め
に
は
、「
復
活
の
信
仰
」
を
生
き
る
信

徒
で
あ
り
た
い
。
復
活
の
信
仰
と
は
、十
字

架
を
担
い
、ご
自
身
を
捧
げ
尽
く
さ
れ
た
キ

リ
ス
ト
に
従
い
、神
の
も
の
と
な
っ
て
い
く

帰
依
す
る
信
仰
で
あ
る
。「
死
ん
で
復
活
し
た

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
現
さ
れ
た
救
い
の
愛

の
美
し
さ
」
を
生
き
る
こ
と
か
ら
、福
音
宣

教
は
始
ま
る
（
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ　

使
徒

的
勧
告
「
福
音
の
喜
び
」
36
番
）。

　

日
本
の
初
期
教
会
時
代
に
宣
教
師
た
ち

は
、迫
り
く
る
迫
害
と
弾
圧
を
予
感
し
て
、司

祭
不
在
に
備
え
、信
徒
の
徹
底
し
た
信
仰
養

成
と
教
会
の
役
割
担
当
者
を
育
て
て
い
っ
た

（
Ｈ
．
チ
ー
ス
リ
ク
「
キ
リ
シ
タ
ン
の
心
」

２
０
８
～
２
７
５
頁
）。
そ
の
記
憶
を
日
本

の
教
会
、特
に
信
徒
は
宿
し
て
い
る
と
思
う
。

世
俗
化
の
波
に
の
み
込
ま
れ
る
危
機
に
立
ち

向
か
う
た
め
に
、信
徒
は
養
成
を
受
け
る
こ

と
を
惜
し
ま
ず
、祈
り
と
御
言
葉
と
ご
聖
体

に
裏
付
け
さ
れ
た
信
仰
の
確
信
を
持
ち
、身

と
時
間
を
割
き
、小
さ
な
キ
リ
ス
ト
に
徹
底

し
て
仕
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
や

が
て
司
祭
は
小
教
区
、あ
る
い
は
同
宿
を
巡

回
し
て
回
り
、信
徒
が
中
心
に
な
り
、日
本
在

住
の
外
国
人
と
協
働
し
て
そ
の
地
域
の
デ
ィ

ア
ス
ポ
ラ
的
共
同
体
を
築
き
な
が
ら
、そ
の

地
域
に
神
の
民
と
し
て
根
づ
い
て
い
く
時
代

は
迫
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
「
出
口
に
立
つ
教

会
」
の
姿
が
見
え
て
く
る
。
つ
ま
り
、信
徒

が
率
先
し
て
活
動
し
、一
緒
に
な
っ
て
、寄
り

添
い
、実
ら
せ
、祝
う
姿
で
あ
る
。
そ
う
な
れ

ば
、そ
れ
は
も
う
一
つ
の
「
信
徒
発
見
」
と

な
り
、同
時
に
日
本
の
教
会
は
新
た
な
復
活

期
を
迎
え
る
だ
ろ
う
。そ
の
た
め
に
今
こ
そ
、

信
徒
の
底
力
を
見
て
み
た
い
。

公
会
議
の
「
信
徒
の
発
見
」

　

第
２
バ
チ
カ
ン
公
会
議
が
教
会
を
「
キ
リ
ス
ト

の
神
秘
体
」
か
ら
「
旅
す
る
新
し
い
神
の
民
」
と

呼
ん
で
、教
会
内
で
９
割
を
占
め
る
信
徒
の
存
在

と
そ
の
使
徒
職
へ
の
道
を
切
り
開
い
た
こ
と
は
、

長
崎
の
「
信
徒
発
見
」
と
同
じ
く
ら
い
に
画
期
的

な
出
来
事
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。公
会
議
以
前
、

信
徒
は
平
信
者
と
し
て
司
牧
の
対
象
で
あ
り
、教

会
の
使
徒
職
に
は「
参
加
」（
教
皇
ピ
オ
11
世
）し
、

「
協
力
」（
教
皇
ピ
オ
12
世
）
は
し
て
も
、あ
く
ま

で
司
祭
の
手
伝
い
で
あ
り
、信
徒
独
自
の
使
徒
職

の
影
は
薄
か
っ
た
。

　

公
会
議
は
、従
来
の
消
極
的
表
現
（
教
会
憲
章

31
番
）
を
用
い
な
が
ら
も
、信
徒
を
「
神
の
民
の

残
り
の
者
」（
同
32
番
）
と
呼
び
、「
信
徒
の
固
有

の
特
質
は
、世
俗
的
特
性
」
に
あ
り
、現
世
的
働
き

に
従
事
し
、こ
の
世
の
聖
化
と
神
へ
の
方
向
づ
け

に
あ
る
と
、聖
職
者
と
共
に
教
会
宣
教
の
協
働
の

担
い
手
で
あ
る
こ
と
を
打
ち
出
し
た
。

信
徒
発
見
１
５
０
周
年
と
高
山
右
近
列
福
に
向
け
て

こ
れ
だ
け
の
こ
と
は
知
っ
て
ほ
し
い 

③

　

２
月
11
日
10
時
～
15
時
、

教
区
家
庭
特
別
委
員
会
主
催

に
よ
る
教
区
シ
ノ
ド
ス
特
別

企
画
研
修
会
「
キ
リ
ス
ト
教

的
価
値
観
に
よ
る
い
の
ち
と

性
―
子
ど
も
に
ど
の
よ
う
に

伝
え
た
ら
よ
い
の
か
―
」
が

カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

　

２
月
４
日
、日
本
カ
ト

リ
ッ
ク
正
義
と
平
和
協
議
会

会
長
の
松
浦
悟
郎
補
佐
司

教
（
大
阪
教
区
）
を
講
師
に

迎
え
、大
司
教
館
に
お
い
て

司
祭
研
修
会
が
行
わ
れ
た
。

テ
ー
マ
は
「
社
会
問
題
に
つ

い
て
考
え
る
」。

　

松
浦
司
教
は
、「
社
会
派

か
福
音
派
か
と
い
う
よ
う
に

両
者
を
天
秤
に
か
け
バ
ラ
ン

ス
を
取
る
風
潮
が
あ
る
が
、

本
来
は
一
体
で
あ
る
」「
教

会
、あ
る
い
は
信
者
が
社
会

問
題
に
関
わ
る
と
い
う
こ
と

家
庭
委
員
会
に
よ
る
研
修
会

キ
リ
ス
ト
教
的
価
値
観
に
よ
る
い
の
ち
と
性

司
祭
研
修
会

社
会
問
題
に
つ
い
て
考
え
る

ち
の
尊
さ
を
実
感
し
た
。
教

会
の
見
解
を
よ
く
知
る
べ
き

だ
と
思
っ
た
」
と
語
っ
た
。

家
庭
特
別
委
員
会
は
、「
今

後
も
同
テ
ー
マ
の
講
演
や
研

修
会
を
開
き
た
い
。
今
回
の

講
演
を
編
集
し
、教
区
内
に

配
布
し
た
い
」と
し
て
い
る
。

体
的
な
行
動
は
で
き
な
く
て

も
祈
り
を
捧
げ
る
人
も
い

る
。
ど
れ
が
優
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
。
大
事

な
こ
と
は
、神
の
国
の
実
現

と
い
う
同
じ
目
標
に
向
か
っ

て
共
に
歩
む
こ
と
で
あ
る
」

と
語
り
、「
意
見
の
違
い
は

も
ち
ろ
ん
あ
る
。
司
祭
は
信

徒
に
福
音
的
な
方
向
づ
け
を

与
え
な
が
ら
、政
治
・
経
済
、

憲
法
、国
旗
・
国
歌
、難
民
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い

て
分
か
ち
合
う
よ
う
」
協
力

を
求
め
た
。

　

参
加
者
の
一
人
は
、「
社

会
問
題
と
い
う
と
、政
治
的

な
こ
と
や
社
会
の
シ
ス
テ
ム

に
関
わ
る
抽
象
的
な
こ
と
だ

と
思
い
込
ん
で
い
た
。
し
か

し
そ
の
背
後
に
は
、実
際
に

『
苦
し
ん
で
い
る
人
』
が
い

る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ

れ
た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

　

実
際
、価
値
観
が
多
様
化
し
、職
業
の

専
門
化
が
進
み
、社
会
構
造
と
生
活
形

態
が
複
雑
多
岐
化
し
た
現
代
社
会
で
、

司
祭
や
修
道
者
の
働
き
に
は
限
界
が
あ

る
。
信
徒
は
、ゼ
ン
チ
ョ
（
異
邦
人
）
呼

ば
わ
り
し
た
、い
わ
ば「
異
邦
人
の
中
庭
」

で
こ
そ
、信
徒
の
役
割
が
発
揮
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。
信
徒
の
使
徒
職
の
欠
落

は
、そ
の
ま
ま
教
会
の
社
会
性
の
欠
落

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
、今
日
、信

徒
が
果
た
す
役
割
の
重
大
さ
が
問
わ
れ

て
い
る
。
信
徒
の
目
と
心
は
、教
会
内
で

は
な
く
、社
会
へ
と
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
強
く
思
っ
て
い
る
。

「
異
邦
人
の
中
庭
」
で
の
信
徒
の
宣
教

　

ま
ず
信
徒
の
宣
教
は
、家
庭
に
あ
り
、

そ
の
「
絆
を
生
き
る
こ
と
」
に
あ
る
。

信
徒
は
、夫
、妻
、子
ど
も
を
神
か
ら
預

か
り
、「
わ
た
し
の
骨
の
骨
、肉
の
肉
」

と
言
う
ほ
ど
の
責
任
を
も
つ
。
こ
の
絆

を
生
き
る
上
で
の
祈
り
、日
々
の
労
働
、

生
活
苦
が
す
べ
て
神
へ
の
捧
げ
も
の
と

な
る
。
信
徒
は
ミ
サ
に
与
る
時
、主
の

れ
、司
祭
、

修
道
者
、信

徒
、教
育
関

係
者
ら
約

２
５
０
人
が
参
加
し
た
。

　

講
師
は
、大
阪
教
区
顧
問

司
祭
で
あ
り
日
本
カ
ト
リ
ッ

ク
医
師
会
指
導
司
祭
な
ど

を
兼
任
し
て
い
る
松
本
信の

ぶ

愛よ
し

師
。
研
修
会
は
、事
前
に
提

出
し
た
疑
問
・
質
問
に
答
え

る
形
で
進
め
ら
れ
、講
師
は
◎

性
・
い
の
ち
◎
人
工
的
受
胎

◎
出
生
前
診
断
◎
性
同
一
性

障
害
◎
結
婚
・
離
婚
◎
臓
器

移
植
◎
尊
厳
死
・
治
療
の
中

止
―
―
と
い
っ
た
重
要
か
つ

困
難
な
問
題
な
ど
幅
広
い
内

容
の
質
問
に
対
し
、科
学
的

に
、ま
た
キ
リ
ス
ト
教
的
観
点

か
ら
理
路
整
然
と
話
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
あ
い
ま
い

だ
っ
た
部
分
が
自
分
の
中
で

は
っ
き
り
と
し
た
」「
い
の

は
、自
分
の
生
き
て
い
る

場
を
福
音
化
す
る
こ
と
。

食
べ
物
に
事
欠
く
人
の

現
実
を
見
て
お
に
ぎ
り

を
配
る
人
も
い
れ
ば
、貧
困

の
原
因
を
絶
つ
た
め
に
政
治

的
に
関
わ
る
人
も
い
る
。
具

思
い
起
こ
し
て
み
る
と
、過

ぎ
た
年
は
歳
男
だ
っ
た
。
次

に
巡
っ
て
来
る
時
に
は
還
暦

に
な
る
。
歳
は
１
年
ず
つ
し

か
と
ら
な
い
が
、12
年
と
い

う
一
区
切
り
も
、も
う
４
巡

目
だ
。
壮
年
か
ら
老
年
へ
の

移
行
期
と
い
っ
た
と
こ
ろ

か
。
人
は
年
を
取
り
衰
え
て

い
く
が
、組
織
は
年
を
重
ね

た
か
ら
と
い
っ
て
衰
え
る
わ

け
で
は
な
い
。
世
代
を
超
え

て
発
展
し
続
け
る
団
体
も
あ

る
。
我
が
長
崎
教
区
は
？
▲

組
織
が
活
力
を
失
う
の
は
、

時
代
の
変
化
に
対
す
る
適
応

力
が
欠
如
し
て
い
る
か
ら
だ

と
思
わ
れ
る
。
通
じ
な
く

な
っ
た
表
現
、通
用
し
な
く

な
っ
た
方
法
を
改
め
る
こ
と

も
な
く
、い
ら
だ
ち
が
積
も

り
、不
満
を
膨
ら
ま
せ
、無
関

心
が
広
が
り
、徐
々
に
気
力

も
失
せ
て
い
く
。
と
い
う
こ

と
は
、時
を
正
し
く
識
別
し
、

新
し
い
表
現
を
見
い
だ
し
、

新
し
い
方
法
を
開
拓
し
て
挑

戦
し
続
け
る
こ
と
こ
そ
、組

織
発
展
の
要
と
い
え
る
。
こ

れ
を
目
指
し
て
い
る
の
が
教

区
代
表
者
会
議
（
教
区
シ
ノ

ド
ス
）
だ
▲
問
題
点
を
指
摘

し
、こ
う
し
て
ほ
し
い
と
他

者
に
要
求
す
る
こ
と
は
簡
単

だ
が
、具
体
的
道
筋
を
立
て
、

さ
ら
に
そ
れ
を
実
行
に
移
す

に
は
、組
織
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
ほ
か
な
い
。「
す

べ
て
の
人
を
一
つ
に
し
て
く

だ
さ
い
」（
ヨ
ハ
ネ
17
・
21
）

▲
信
仰
を
保
持
し
続
け
る
の

が
困
難
だ
っ
た
時
代
に
、消

滅
の
危
機
を
乗
り
越
え
、つ

い
に
復
活
を
遂
げ
た
日
本
の

教
会
が
あ
っ
た
。
そ
の
日
か

ら
の
１
５
０
年
目
を
１
年
余

り
で
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
私
は
確
実
に
老
年
に
向

か
う
が
、長
崎
教
区
に
は
決

し
て
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
く
な

い
。�

（
Ｓ
）

大
槌
ベ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

⃝

４
月
10
日
㈭
～
16
日
㈬�（
３
／
26
締
切
）

⃝

５
月
15
日
㈭
～
21
日
㈬�（
４
／
30
締
切
）

⃝

６
月
12
日
㈭
～
18
日
㈬�（
５
／
28
締
切
）

　

定
員
10
名
程
度
。
申
し
込
み
は
所
属
小

教
区
へ
。
問
い
合
わ
せ
は
、教
区
本
部
事

務
局
（
渡
辺
）
ま
で
。

TEL

０
９
５
‐
８
４
２
‐
４
４
５
０

FAX

０
９
５
‐
８
４
２
‐
４
４
６
０
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は
じ
め
に

　
「
教
区
シ
ノ
ド
ス
」
開
催
が
迫
っ
て
き
た
。

現
在
、教
区
シ
ノ
ド
ス
中
央
委
員
会
は
、
２

月
末
ま
で
に
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見

書
な
ど
も
含
め
、再
度
、シ
ノ
ド
ス
ア
ン
ケ
ー

ト
、そ
れ
に
顧
問
団
、教
区
諸
活
動
委
員
会
、

諸
修
道
会
、地
区
評
議
会
、小
教
区
評
議
会
な

ど
か
ら
提
出
さ
れ
た
仮
「
提
言
案
」
を
基
に
、

５
月
か
ら
始
ま
る
教
区
シ
ノ

ド
ス
で
審
議
さ
れ
る
最
終
「
提

言
案
」
を
３
月
末
ま
で
に
作

成
す
る
予
定
で
あ
る
。
作
成

し
た
「
提
言
案
」
を
４
月
上

旬
に
教
区
シ
ノ
ド
ス
議
員
へ

送
付
し
、そ
れ
に
対
す
る
意
見

を
求
め
、シ
ノ
ド
ス
本
会
議
に
お
い
て
、そ
の

意
見
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
く
。
そ
の
後
審

議
に
入
り
、時
間
を
お
い
て
採
択
す
る
運
び

と
な
っ
て
い
る
。

シ
ノ
ド
ス
議
員
選
出
基
準

　

２
月
11
日
に
シ
ノ
ド
ス
議
員
へ
の
説
明
会

を
実
施
し
、こ
の
中
で
既
に
大
司
教
か
ら
選

ば
れ
た
議
員
候
補
者
の
出
席
の
確
認
を
行
っ

た
上
で
、教
区
シ
ノ
ド
ス
議
員
を
決
定
し
た
。

シ
ノ
ド
ス
議
員
の
選
考
基
準
は
教
会
法
に

則
っ
た
も
の
で
あ
る
。
教
会
法
に
は
、ま
ず

シ
ノ
ド
ス
に
招
集
さ
れ
る
議
員
の
役
職
が
明

記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、教
区
司
教
は
自

身
が
定
め
た
要
綱
に
従
っ
て
、聖
職
者
、奉
献

生
活
の
会
の
会
員
、信
徒
も
選
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。
選
出
さ
れ
た
議
員
は
シ
ノ
ド
ス
に
参

加
す
る
義
務
を
有
し
、適
法
な
障
害
が
あ
っ

て
も
、自
己
の
名
義
で
会
議
に
参
加
す
る
代

理
人
を
派
遣
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
教
会

法
４
６
３
条
～
４
６
４
条
参
照
）。

議
員
名
簿

•

司
教
総
代
理　

小
島 

栄

•

教
区
顧
問　

三
村
誠
一
、下
口 

勲
、橋
口

朝
光
、山
田 

聡
、中
村 

満
、久
志
利
津

男
、葛
嶋
秀
信

•

司
祭
評
議
会
互
選
議
員　

高
田
裕
和
、高

野 

治
、松
田
聡
史
、竹
谷 

誠
、大
水 

満
、江
夏
国
彦
、川
原
拓
也

•

教
区
評
議
会
役
員
議
員　

黒
崎
勝
郎
、藤

田
千
歳
、山
内
茂
雄
、林
田
殉
二
、田

川
孝
弘
、岩
永
正
次
、野
口
達
人
、山

浦
忠
行
、浜
田
新
一
、葛
島
幸
則

•

法
務
代
理　

古
巣 

馨

•

教
区
本
部
事
務
局　

小
瀬
良 

明
、古
木
眞

理
一

•

教
区
会
計　

下
窄
英
知

•

教
区
諸
活
動
部
長　

山
川 

忠
、山
脇 

守
、

紙
﨑
新
一

•

男
子
修
道
会
代
表　

エ
ウ
ゲ
ニ
ウ
ス
・

ジ
ェ
ブ
ー
ラ
、赤
尾
満
治

•

女
子
修
道
会
代
表　

久
志
ハ
ル
子
、斉
木

初
江
、岡 

立
子
、米
田
綾
子
、木
村
美

由
紀
、下
窄
優
美
、尾
高
ト
シ
子

•

修
女
連
代
表　

安
岡
智
子
、七
田
明
子

•

教
区
連
合
婦
人
会
代
表　

深
堀
美
佐
子
、

深
堀
茂
子
、川
渕
康
子
、浜
端
優
香

子
、尾
下
シ
ゲ
ノ

•

コ
レ
ジ
オ
・
小
神
学
院
代
表　

眞
浦
健
吾

•

教
区
青
年
部
代
表　

田
川
雄
三

•

大
司
教
招
集
者　

松
尾 

勝
、岩
﨑
静
一
、初

連
載
・
教
区
シ
ノ
ド
ス
か
ら
恵
み
の
年
へ 

⑦

「
教
区
シ
ノ
ド
ス
」
議
員

田
博
當
、松
山
勝
則
、下
田
浩
二
、

宮
﨑 

猛

　

以
上
56
名
が
シ
ノ
ド
ス
議
員
と
し
て
３

月
17
日
に
任
命
さ
れ
、
５
月
４
日
の
シ
ノ

ド
ス
開
会
ミ
サ
の
中
で
任
命
書
が
授
与
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

シ
ノ
ド
ス
議
員
が
、こ
れ
か
ら
の
長
崎

教
区
の
あ
り
方
を
考
え
て
提
出
さ
れ
た

「
提
言
案
」
を
審
議
し
て
い
く
に
あ
た
り
、

聖
霊
の
働
き
が
豊
か
に
あ
る
よ
う
、司
祭
、

修
道
者
、信
徒
の
祈
り
は
欠
か
せ
な
い
。

２
０
１
４
年
５
月
４
日
（
日
）
午
後
２
時

45
分
か
ら
浦
上
教
会
で「
教
区
シ
ノ
ド
ス
」

開
会
ミ
サ
が
行
わ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い

る
が
、た
く
さ
ん
の
方
々
に
ミ
サ
に
あ
ず

か
っ
て
い
た
だ
き
、さ
ら
に
教
区
シ
ノ
ド

ス
開
催
期
間
（
５
月
４
～
６
日
、
７
月
20

～
21
日
、
９
月
14
～
15
日
、11
月
２
～
３

日
）
だ
け
で
な
く
、シ
ノ
ド
ス
が
閉
会
す

る
来
年
３
月
ま
で
一
緒
に
祈
っ
て
く
だ
さ

る
こ
と
を
念
願
す
る
。

　
　

教
区
シ
ノ
ド
ス
中
央
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　

山
脇 

守

感
謝
の
う
ち
に

ミ
カ
エ
ル　

川
端
志
範

　

神
様
の
導
き
を
胸
に
、多

く
の
人
の
支
え
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
歩
む
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

私
が
司
祭
に
な
り
た
い
と

感
じ
た
の
は
、厳
密
に
言
え

ば
、神
学
生
に
な
っ
て
か
ら

で
す
。
で
す
が
、司
祭
へ
の

あ
こ
が
れ
は
小
学
生
の
と

き
、あ
る
神
父
様
に
会
っ
た

と
き
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

当
時
、滑
石
教
会
主
任
だ
っ

た
竹
山 

凉
神
父
様
は
、今
思

司
祭
叙
階
を
前
に
し
て

　

教
会
は
「
主
の
日
」
に
共

に
集
ま
っ
て
ミ
サ
を
さ
さ
げ

る
こ
と
を
大
切
に
し
て
き

た
。
し
か
し
、小
値
賀
教
会

に
お
い
て
は
、
３
カ
月
に
一

度
し
か
主
日
の
ミ
サ
が
行
わ

れ
て
い
な
い
（
そ
れ
以
外
の

月
に
は
第
２
木
曜
の
ミ
サ
）。

仲
知
小
教
区
に
は
他
に
４
つ

の
教
会
が
あ
り
、さ
ら
に
船

の
チ
ャ
ー
タ
ー
代
も
高
額
な

た
め
、頻
繁
に
司
祭
が
訪
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で

あ
る
。

　

司
祭
不
在
で
も
、小
値
賀

で
は
主
日
ご
と
に
数
名
が

集
ま
り
、聖
書
を
読
ん
で
き

た
。
こ
の
た
び
、神
の
み
こ

と
ば
と
キ
リ
ス
ト
の
か
ら
だ

の
双
方
で
同
時
に
養
わ
れ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、聖
体

授
与
の
臨
時
の
奉
仕
者
を
任

命
し
、「
司
祭
不
在
の
と
き

の
主
日
の
集
会
祭
儀
」
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、髙

見
三
明
大
司
教
様
か
ら
特
別

う
と
私
の
召
命
に
と
て
も
影

響
を
与
え
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
神
父
様
は
よ
く
私
に

ゲ
ン
コ
ツ
を
く
れ
ま
し
た
。

「
お
前
の
顔
ば
見
た
ら
な
ん

か
し
た
く
な
る
と
さ
な
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
た
姿
を
覚

え
て
い
ま
す
。
侍
者
奉
仕
の

と
き
も
、教
会
学
校
で
会
う

と
き
も
怒
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
が
、本
当
に
か
わ

い
が
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

神
父
様
が
亡
く
な
ら
れ
た
と

き
、人
の
死
で
初
め
て
涙
を

流
し
た
こ
と
と
、無
意
識
の

う
ち
に
「
あ
り
が
と
う
」
と

神
父
様
に
語
り
掛
け
る
自
分

が
い
ま
し
た
。
神
父
様
の
愛

情
あ
る
関
わ
り
が
、私
の
心

を
小
神
学
校
に
入
る
よ
う
に

向
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

長
崎
コ
レ
ジ
オ
で
生
活
し

て
い
た
と
き
に
参
加
し
た
タ

イ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験

は
、司
祭
を
本
気
で
必
要
と

し
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
を

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の

経
験
が
、司
祭
召
命
に
つ
い

て
真
剣
に
意
識
し
始
め
た

き
っ
か
け
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ

た
皆
様
へ
の
感
謝
と
、何
よ

り
私
を
見
守
り
続
け
て
く
れ

た
神
様
へ
の
信
頼
の
う
ち

に
、よ
き
叙
階
式
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
祈
り
を

さ
さ
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

略
歴　

１
９
８
５
年
６
月

23
日
長
崎
市
生
ま
れ
。
98
年

長
崎
南
山
中
学
校
入
学
。
２

０
０
１
年
長
崎
南
山
高
等
学

校
入
学
。
04
年
長
崎
大
学
経

済
学
部
入
学
。
08
年
福
岡
サ

ン
・
ス
ル
ピ
ス
大
神
学
院（
現

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
）

入
学
。
13
年
３
月
17
日
助
祭

叙
階
。
滑
石
教
会
出
身
。

和
推
進
委
員
会
主
催
。
問
合

先
・
同
委
員
会　

吉
村
。

℡
０
９
５
‐
８
４
５
‐
０
１
１
７

▼
東
日
本
大
震
災
諸
宗
合
同

祈
念
式
典　

３
月
９
日
㈰
15

時
30
分
～
17
時
、浦
上
教
会
。

長
崎
県
宗
教
者
懇
話
会
主

催
。
教
区
他
８
教
団
後
援
。

▼
日
本
の
信
徒
発
見
１
５
０

周
年
記
念　

聖
母
行
列
と
前

年
ミ
サ　

３
月
16
日
㈰　

13

時
に
各
秘
密
教
会
跡
集
合
→

聖
母
行
列
（
雨
天
時
は
カ
ト

リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
）
→
14
時

浦
上
教
会
で
ミ
サ
。
長
崎
中

地
区
評
議
会
主
催
。

▼
信
徒
発
見
ミ
サ　

3
月
17

日
㈪
大
浦
天
主
堂
。
18
時
30

分
朗
読
劇
、19
時
ミ
サ
。

感
　
謝

― 

香
典
返
し 

―

長
崎
大
司
教
区

◦
深
堀
リ
ン
様
（
浦
上
）

　

故
テ
オ
ド
ロ
深
堀
義
朗
様

長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

◦
橋
口
俊
子
様
（
浦
上
）

　

故
パ
ウ
ロ
橋
口 

満
様

◦
濱
口
ハ
ル
様
（
出
津
）

　

故
ト
マ
濱
口
夘
十
様

　

右
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
・

ご
芳
志
を
賜
り
ま
し
た
。
お

礼
と
ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま

す
。

仲
知
小
教
区
・
小
値
賀
教
会
に

〝
聖
体
授
与
の
臨
時
の
奉
仕
者
〟

に
許
可
を
い
た
だ
い
た
。
１

年
前
か
ら
勉
強
し
、主
任
司

祭
に
よ
る
試
験
に
も
合
格
し

て
、
２
月
13
日
の
ミ
サ
の
中

で
任
命
式
が
行
わ
れ
た
。
任

ぶ
ど
う
園

▼
世
界
平
和
の
日
メ
ッ
セ
ー

ジ
＆
神
父
さ
ん
と
シ
ス
タ
ー

が
歌
う
コ
ン
サ
ー
ト　

３
月

２
日
㈰
13
時
、カ
ト
リ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
。
教
区
平

短
　
信

〈
召
命
祈
願
ミ
サ
〉

⃝

第
12
回
召
命
祈
願
ミ
サ
が

１
月
24
日
、髙
見
三
明
大
司

教
と
10
人
の
司
祭
の
共
同
司

式
、神
学
生･

志
願
生･

信
者

ら
約
１
３
０
人
の
参
列
の
も

と
大
浦
天
主
堂
で
行
わ
れ
た
。

　

大
司
教
は
説
教
の
中
で
自

身
の
召
命
を
振
り
返
り
、「
神

様
か
ら
の
呼
び
掛
け
に
は

『
し
る
し
』
が
あ
る
。
そ
れ

に
気
を
つ
け
て
、自
分
の
心

に
、別
の
道
に
進
む
確
信
や

誘
惑
が
な
け
れ
ば
、召
し
出

し
に
応
え
る
努
力
を
し
た
方

が
い
い
と
思
う
」と
語
っ
た
。

　

１
月
16
日
、急
性
心
筋
梗

塞
の
た
め
原
爆
病
院
で
逝

去
。
88
歳
。

　

１
９
２
５
年
７
月
12
日
久

賀
島
の
浜
脇
教
会
で
受
洗
。

五
島
の
熱
心
な
キ
リ
ス
ト
信

者
の
家
庭
で
、深
い
信
仰
と
愛

テ
レ
ジ
ア

　

上
村
テ
ル
子
修
道
女

　
　
（
シ
ョ
フ
ァ
イ
ユ
の

幼
き
イ
エ
ズ
ス
修
道
会
）

の
中
で
育
て
ら
れ
、58
年
同

会
に
入
会
。
60
年
に
初
誓
願
、

65
年
終
生
誓
願
宣
立
。
53
年

間
の
誓
願
生
活
だ
っ
た
。

　

初
誓
願
後
、20
年
間
は
幼

児
教
育
に
携
わ
り
、持
ち
前

の
明
る
さ
と
や
さ
し
さ
で
子

ど
も
た
ち
に
神
様
の
愛
を
伝

え
、後
の
30
年
余
は
高
齢
姉

妹
の
介
護
・
病
人
訪
問
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
喜
ん
で

果
た
し
、神
へ
の
信
頼
の
う

ち
に
、一
つ
一
つ
の
出
来
事

を
愛
と
ユ
ー
モ
ア
に
変
え
な

が
ら
生
き
て
お
ら
れ
た
。

　

葬
儀
・
告
別
式
は
１
月
18

日
、浦
上
教
会
で
行
わ
れ
た
。

期
は
１
年
間
。

　

こ
の
集
会
祭
儀
は
最
良
の

解
決
法
で
は
な
く
（「
司
祭

不
在
の
と
き
の
主
日
の
集
会

祭
儀
指
針
」
21
番
）、ま
ず
検

討
す
べ
き
は
、信
者
が
近
郊

の
教
会
に
行
き
、ミ
サ
に
あ

ず
か
れ
る
か
ど
う
か
で
あ
る

（
18
番
）
が
、小
値
賀
で
は
そ

れ
も
難
し
い
。
こ
う
い
う
特

別
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、誤
解
や
つ

ま
ず
き
と
な
る
こ
と
の
な
い

よ
う
願
う
次
第
で
あ
る
。

　
　

仲
知
小
教
区
主
任

岩
本
繁
幸

そ
し
て
「
召
命
は
神
様
が
召

さ
れ
る
こ
と
が
基
本
。
神
様

は
（
人
間
の
）
弱
さ
を
通
し

て
よ
り
大
き
な
働
き
を
な
さ

り
、他
の
人
を
通
し
て
働
き

掛
け
ら
れ
る
」
と
話
し
、受

け
た
恵
み
を
多
く
の
人
の
た

め
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、周
り
の
人
々
の
祈
り

と
支
え
を
願
っ
た
。
ミ
サ
の

終
わ
り
に
、今
年
度
、高
校
や

大
学
を
卒
業
す
る
神
学
生
・

志
願
生
た
ち
が
一
言
ず
つ
あ

い
さ
つ
し
、感
謝
と
抱
負
を

述
べ
た
。

〈
司
祭
団
マ
ラ
ソ
ン
大
会
〉

⃝

第
35
回
司
祭
団
マ
ラ
ソ
ン

　

２
月
２
日
、西
坂
公
園
で

日
本
二
十
六
聖
人
殉
教
記
念

ミ
サ
（
教
区
主
催
・
長
崎
南

地
区
運
営
）
が
行
わ
れ
た
。

髙
見
三
明
大
司
教
主
司
式
に

よ
る
ミ
サ
に
は
、54
人
の
司

祭
団
と
約
２
３
０
０
人
の
信

徒
・
修
道
者
が
参
加
し
た
。

　

説
教
師
を
務
め
た
教
区
シ

ノ
ド
ス
中
央
委
員
長
の
山

脇 

守
師
（
長
崎
コ
レ
ジ
オ
）

は
、当
時
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

会
と
イ
エ
ズ
ス
会
が
同
じ
目

的
を
目
指
し
な
が
ら
も
、自

分
の
や
り
方
が
良
い
と
考

え
、議
論
し
、対
立
さ
え
あ
っ

た
中
で
、殉
教
の
前
日
、互
い

に
ゆ
る
し
合
っ
た
こ
と
を
紹

介
し
、「
助
任
時
代
、主
任
司

祭
に
ゆ
る
し
の
秘
跡
を
授
け

て
い
た
だ
い
た
後
、主
任
司

祭
か
ら
も
自
分
の
罪
を
聴
い

て
く
れ
る
よ
う
に
お
願
い
さ

二
十
六
聖
人
殉
教
記
念
ミ
サ

教
区
シ
ノ
ド
ス
を
導
く
殉
教
者
の
精
神

れ
た
。
そ

の
時
、
議

論
し
対
立

す
る
こ
と

さ
え
あ
っ
た
彼
の
本
当
の
心

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
だ

か
ら
こ
そ
、彼
へ
の
心
か
ら

の
尊
敬
と
従
順
が
揺
る
ぎ
な

い
も
の
と
な
っ
た
」
と
自
身

の
体
験
を
語
っ
た
。「
教
区
の

中
で
も
、同
じ
目
的
を
目
指

し
て
い
る
の
に
対
立
す
る
こ

と
が
あ
る
。
二
十
六
聖
人
が

殉
教
の
前
日
に
ゆ
る
し
合
う

姿
は
、教
区
シ
ノ
ド
ス
を
準

備
す
る
長
崎
教
区
に
何
が
必

要
か
を
教
え
て
い
る
。
殉
教

者
が
教
え
る
犠
牲
の
精
神
を

も
っ
て
、イ
エ
ス
を
中
心
に

す
べ
て
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
時
、教
区
の
未
来
は
見

え
て
く
る
」
と
話
し
、教
区

シ
ノ
ド
ス
へ
の
協
力
と
祈
り

を
求
め
た
。

　

ま
た
日
本
二
十
六
聖
人
の

祝
日
で
あ
る
２
月
５
日
に

は
、長
崎
南
地
区
司
祭
団（
久

志
利
津
男
地
区
長
）
主
催
に

よ
る
殉
教
記
念
ミ
サ
と
ゆ
る

し
の
秘
跡
が
、午
前
９
時
か

ら
西
坂
の
聖
フ
ィ
リ
ッ
ポ
教

会
で
行
わ
れ
た
。
ミ
サ
は
９

時
か
ら
２
時
間
お
き
に
行

わ
れ
、19
時
の
英
語
ミ
サ
を

も
っ
て
終
了
し
た
。
こ
の
日

16
時
か
ら
は
、聖
人
た
ち
に

さ
さ
げ
よ
う
と
、純
心
女
子

高
音
楽
部
に
よ
る
、約
５
０

０
年
前
に
ス
ペ
イ
ン
で
歌
わ

れ
て
い
た
聖
歌
（
顧
問
の
松

本
佳
代
子
教
諭
が
解
読
、再

現
）
の
合
唱
も
あ
っ
た
。

大
会
が
１
月
28
日
（
火
）
五

島
市
で
開
催
さ
れ
、司
祭
30

人
余
が
参
加
し
た
。
コ
ー
ス

は
堂
崎
天
主
堂
か
ら
福
江
教

会
ま
で
の
約
９
㎞
。
マ
ラ
ソ

ン
の
部
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の

部
が
あ
り
、信
徒
ら
の
声
援

を
受
け
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
に

ゴ
ー
ル
し
た
。
マ
ラ
ソ
ン
の

部
の
結
果
は
次
の
通
り
。

　

１
位　

岩
下
裕
志
師
（
浅

子
）、
２
位　

鶴
崎
伸
也
師

（
土
井
ノ
浦
）、
３
位　

竹
谷 

誠
師
（
三
井
楽
・
貝
津
）。

〈
都
市
景
観
賞
に
神
ノ
島
教
会
〉

⃝

市
民
の
応
募
作
品
の
中
か

ら
選
ば
れ
る
、長
崎
市
都
市

景
観
賞
（
同
表
彰
実
行
委
員

会
主
催
）。
そ
の
「
都
市
景

観
賞
奨
励
賞
」
に
、「
海
の

上
に
立
つ
マ
リ
ア
像
と
神
ノ

島
教
会
」
が
『
テ
ー
マ
部
門
・

長
崎
の
海
を
見
守
り
つ
づ
け

る
賞
』
で
こ
の
ほ
ど
選
ば
れ

た
。
表
彰
式
は
２
月
15
日
、

長
崎
県
美
術
館
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
。
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こ
れ
よ
り
当
分
、裏
面
に
ひ
っ
そ
り
と
お
邪
魔

し
ま
す
、佐
世
保
の
端
っ
こ
に
こ
れ
ま
た
ひ
っ
そ

り
と
佇
む
浅
子
教
会
の
岩
下
裕
志
神
父
で
す
。
で

は
さ
っ
そ
く
の
み
こ
と
ば
で
す
。

『
な
す
べ
き
こ
と
は
た
だ
一
つ
、後
ろ
の
も
の
を
忘

れ
、前
の
も
の
に
全
身
を
向
け
る
こ
と
』

（
フ
ィ
リ
ピ
３
・
13
）

　

我
ら
が
教
会
は
、目
の
前
が
海
。
何
で
し
ょ
う

こ
の
開
放
感
！ 

な
ん
か
も
う
い
ろ
い
ろ
広
い
！！ 

と
い
う
か
大
き
い
！！！ 

と
い
う
か
深
い
！！！！ 

と
い
う

か
…
っ
て
も
う
い
い
か
。こ
こ
に
来
て
１
年
。ガ
ッ

ツ
リ
と
し
た
自
然
の
中
に
い
る
と
、な
ぜ
か
人
の

心
は
ほ
っ
こ
り
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
身
を

も
っ
て
気
づ
き
ま
し
た
。五
島
生
ま
れ
と
い
え
ど
、

割
と
街
中
育
ち
風
な
私
に
は
、海
は
い
つ
も
お
出

か
け
す
る
所
で
し
た
。
そ
の
海
が
い
ま
や
普
段
の

生
活
の
一
部
に
な
っ
た
も
ん
で
す
か
ら
、海
へ
の

姿
勢
は
や
っ
ぱ
り
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
何
度

も
触
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
も
そ
れ
に
対
す
る

考
え
方
が
フ
ワ
ァ
ッ
と
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
成
長
と
呼
ぶ
人
も
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
、東
日
本
大
震
災
を
思
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
現
地
の
方
々
は
あ
の
海
を
ど

う
思
っ
て
る
の
か
な
？ 

し
っ
か
り
直
視
し
て

る
の
か
な
？ 

逆
に
ま
だ
見
れ
な
い
の
か
な
？ 

と
い
う
か
海
ま
で
行
け
な
い
の
か
な
？ 

僕
の

海
と
な
ん
か
違
う
の
か
な
？ 

そ
ん
な
時
、「
こ

の
海
で
自
分
た
ち
は
儲
け
て
生
き
て
き
た
。
海

が
ち
ょ
っ
と
へ
そ
曲
げ
た
か
ら
っ
て
怒
っ
て
ど

う
す
る
。」
大
ヒ
ッ
ト
ド
ラ
マ
『
あ
ま
ち
ゃ
ん
』

で
正
確
に
覚
え
て
は
い
ま
せ
ん
が
、そ
ん
な
セ

リ
フ
が
あ
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

３
月
と
い
え
ば
卒
業
シ
ー
ズ
ン
。
こ
れ
か
ら

新
し
い
段
階
に
進
む
に
し
て
も
、ゼ
ロ
か
ら
始

ま
る
わ
け
じ
ゃ
な
く
、自
分
が
こ
れ
ま
で
経
験

し
た
全
て
、考
え
て
き
た
全
て
、そ
れ
ら
を
自
分

の
足
で
し
っ
か
り
と
踏
み
し
め
な
が
ら
、私
た

ち
は
歩
い
て
い
き
ま
す
。
後
ろ
の
も
の
は
忘
れ

た
っ
て
つ
い
て
来
ま
す
。
そ
れ
な
ら
前
だ
け
向

い
て
歩
き
た
い
も
ん
で
す
。
悪
か
っ
た
こ
と
は

恨
み
も
込
め
て
し
っ
か
り
踏
み
し
め
て
ガ
ッ
チ

ガ
チ
に
し
て
、良
か
っ
た
こ
と
は
さ
ら
に
踏
み

固
め
て
よ
り
高
い
と
こ
ろ
ま
で
ジ
ャ
ン
プ
し

ち
ゃ
い
た
い
も
ん
で
す
。
前
に
し
か
希
望
は
な

い
で
す
か
ら
ね
。

　

今
後
も
ユ
ル
い
話
が
続
い
て
い
き
ま
す
。
皆

様
、御
覚
悟
の
ほ
ど
願
い
ま
す
！

　

１
月
19
日
、カ
ト
リ
ッ
ク

長
崎
大
司
教
区
と
長
崎
キ
リ

ス
ト
教
協
議
会
が
主
催
す
る

第
３
回
長
崎
キ
リ
ス
ト
教
一

致
祈
祷
礼
拝
が
行
わ
れ
た
。

　

長
崎
で
の
合
同
礼
拝
は
３

年
前
か
ら
始
ま
り
、一
昨
年

の
活
水
学
院
、昨
年
の
城
山

教
会
に
続
き
、今
回
は
長
崎

バ
プ
テ
ス
ト
教
会
（
長
崎
市

片
淵
）
で
開
催
さ
れ
、12
人

の
聖
職
者
と
カ
ト
リ
ッ
ク
と

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
の
教

会
か
ら
約
２
５
０
人
の
信
徒

が
参
加
し
た
。

　

説
教
を
担
当
し
た
野
下
千

年
師
（
教
区
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ

ム
・
諸
宗
教
委
員
長
）は
、「
同

じ
救
い
の
教
え
を
信
じ
て
い

な
が
ら
分
か
れ
て
い
る
と
い

う
現
実
の
中
で
、私
た
ち
が

ど
う
す
れ
ば
キ
リ
ス
ト
の
福

音
を
告
げ
知
ら
せ
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
か
を
共
に
考
え

て
い
く
こ
と
は
、両
キ
リ
ス

ト
教
会
の
課
題
で
あ
り
責
務

で
す
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
藤
井
清
邦
牧
師
（
長

崎
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
議

長
）
は
、テ
ー
マ
「
キ
リ
ス

ト
は
幾
つ
に
も
分
け
ら
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
か
」
を
受

け
、「
私
た
ち
が
同
じ
賛
美

の
歌
を
歌
う
こ
と
が
で
き
る

の
は
、同
じ
信
仰
を
持
っ
て

い
る
か
ら
で
す
」と
訴
え
た
。

　

礼
拝
で
は
、長
崎
バ
プ
テ

ス
ト
教
会
の
〝
長
崎
ゴ
ス
ペ

ル
ク
ワ
イ
ヤ
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
〟

と
長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
合
唱
団

の
合
唱
も
披
露
さ
れ
、参
加

者
た
ち
は
、違
い
は
あ
っ
て

も
同
じ
神
を
信
じ
て
い
る
喜

び
を
分
か
ち
合
っ
た
。

みことばにふれて

岩下裕志神父
（浅子教会）
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〝
集
え
、若
者
た
ち
！
〟

　

長
崎
南
地
区　

２
月
９
日

午
後
５
時
か
ら
、中
町
教
会

で
「
青
年
の
た
め
の
ミ
サ
」

が
行
わ
れ
た
。

　

教
会
活
動
に
携
わ
る
青
少

年
が
減
少
す
る
中
、祈
り
と

食
事
を
通
し
て
親
交
を
深

め
、青
少
年
の
交
流
の
輪
を

活
発
に
し
よ
う
と
、金キ

ム 

桐ド
ン

旭ウ
ク

師
と
工
藤
秀
晃
師
が
企
画
。

両
師
は
「
今
回
の
参
加
人
数

は
少
な
い
が
、１
人
が
２
人
、

２
人
が
４
人
と
い
う
よ
う

に
、倍
の
数
に
し
て
い
く
こ

　

私
た
ち

の
祈
り
の

場
で
あ
り
、

心
の
よ
り

ど
こ
ろ
で
あ
る
教
会
を
取
り

巻
く
災
害
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
。

　

災
害
に
代
表
さ
れ
る
の
は

風
水
害
と
火
災
。
文
筆
家
で

あ
り
科
学
者
で
も
あ
っ
た
寺

田
寅
彦
氏
は
『
災
害
は
忘
れ

た
頃
に
や
っ
て
来
る
』
と
い

う
有
名
な
警
句
を
残
し
た

が
、最
近
は
東
日
本
大
震
災
、

台
風
、異
常
気
象
に
よ
る
ゲ

リ
ラ
豪
雨
な
ど
『
災
害
は
次

か
ら
次
に
や
っ
て
来
る
』
の

時
代
。
地
球
温
暖
化
の
影
響

と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
!?

　

次
に
火
災
か
ら
守
る
に
は

ど
う
す
る
か
。
◎
ま
ず
火
を

出
さ
な
い
◎
火
気
の
管
理

◎
チ
ェ
ッ
ク
体
制
。
火
気

の
種
類
は
◎
ロ
ー
ソ
ク
◎

暖
房
器
具
（
石
油
、ガ
ス
燃

焼
、電
気
ヒ
ー
タ
ー
）
◎
ガ

ス
器
具
◎
電
気
に
ま
つ
わ
る

漏
電
チ
ェ
ッ
ク
（
４
年
ま
た

は
１
年
毎
調
査
）
◎
コ
ン
セ

ン
ト
◎
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象

（
最
近
の
火
災
の
原
因
で
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た

も
の
で
、コ
ン
セ
ン
ト
に
差

し
込
ん
だ
プ
ラ
グ
に
ホ
コ
リ

が
た
ま
り
湿
気
を
帯
び
、ス

パ
ー
ク
し
て
発
火
す
る
）
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。
教
会
、

司
祭
館
、信
徒
会

館
利
用
時
の
火
気

の
最
終
チ
ェ
ッ
ク

体
制
も
必
要
だ
ろ

う
（
教
会
内
の
暖

房
に
石
油
燃
焼
機
器
を
使
用

し
た
後
、消
火
の
時
本
体
の

消
火
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
て
３

分
後
に
消
火
す
る
の
だ
が
、

電
源
プ
ラ
グ
を
直
接
引
き
抜

き
、バ
ー
ナ
ー
内
部
の
灯
油

が
空
冷
さ
れ
な
い
ま
ま
気
化

し
、白
煙
が
充
満
し
た
教
会

も
あ
る
そ
う
だ
）。

　

一
般
家
庭
と
違
い
、開
放

さ
れ
た
状
態
に
あ
る
教
会
で

も
し
火
災
に
な
っ
た
ら
、◎

火
災
報
知
器
が
あ
れ
ば
ベ
ル

が
鳴
る
（
自
動
、手
動
）
た

め
地
域
の
方
が
気
づ
き
通

報
、消
火
器
に
よ
る
初
期
消

火
◎
報
知
機
が
な
け
れ
ば
、

音
や
炎
、煙
に
気
づ
い
た
地

域
の
方
が
通
報
。
い
ず
れ
も

地
域
の
協
力
が
必
要
、日
頃

か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

大
切
だ
。
教
会
に
よ
っ
て

は
年
１
回
、地
域
住
民
と
共

に
ミ
サ
後
に
防
火
訓
練
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

よ
う
だ
。
消
火
器
、報
知
機

の
設
置
場
所
な
ど
ミ
サ
に
参

加
し
た
際
、防
災
、減
災
の
観

点
か
ら
我
が
教
会
を
見
て
み

よ
う
。『
備
え
あ
れ
ば
憂
い
無

し
』
だ
。

長
崎
市
民
防
災
リ
ー
ダ
ー
・

長
崎
県
防
災
推
進
員
・
防
災

士
・
木
鉢
教
会
所
属宮

崎
初
己

自
分
の
教
会
は

自
分
た
ち
で
守
る

　

長
崎
教
区
評
議
会
は
、昨

年
12
月
１
日
か
ら
今
年
１
月

15
日
に
か
け
て
ク
リ
ス
マ
ス

募
金
の
協
力
を
呼
び
掛
け
、

１
月
末
日
ま
で
に
集
ま
っ
た

約
５
４
５
万
円
を
、昨
年
度

の
繰
越
金
と
合
わ
せ
て
次
の

被
災
地
や
困
窮
者
の
支
援
の

た
め
に
送
金
し
た
。

　

▼
フ
ィ
リ
ピ
ン
中
部
台
風

貴
い
犠
牲
に
感
謝
し
て

30
号
被
害 

１
０
０

万
円
▼
フ
ィ
リ
ピ

ン
中
部
地
震 

50
万

円
▼
長
崎
ホ
ー
ム
レ
ス
を
支

援
す
る
会 

50
万
円
▼
長
崎

ダ
ル
ク 

50
万
円
▼
福
岡
美

野
島
司
牧
セ
ン
タ
ー 

50
万

円
▼
山
友
会
（
東
京
） 

50
万

円
▼
大
阪
旅
路
の
里
（
釜
ヶ

崎
） 

50
万
円
▼
東
日
本
大
震

災 

50
万
円
▼
声
の
奉
仕
会
・

マ
リ
ア
文
庫 

10
万
円
▼
聖

ヴ
ィ
ン
セ
ン
シ
オ
・
ア
・
パ

ウ
ロ
会 

10
万
円
▼
長
崎
カ

ト
リ
ッ
ク
聴
覚
障
害
者
の
会

（
長
崎
と
佐
世
保
） 

各
10
万

円
▼
モ
ナ
の
会 

10
万
円
▼

入
管
収
容
者
へ
の
支
援 

10

万
円
▼
シ
ナ
ピ
ス
会 

10
万

円
▼
一
粒
の
麦
の
会 

10
万

円
▼
日
本
在
留
ブ
ラ
ジ
ル
人

家
族
へ
の
支
援 

23
万
円
。

　

ま
た
同
評
議
会
は
、一
菜

募
金
の
支
援
先
を
次
の
よ
う

に
決
め
、送
金
し
た
。

　

▼
俵
町
教
会
の
祭
壇
の

第
３
回
キ
リ
ス
ト
教
一
致
祈
祷
礼
拝

長
崎
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
で
２
５
０
人
が
祈
る

イ
エ
ス
さ
ま

カ
ッ
ト
・
福
田
美
悠
さ
ん

（
三
浦
町
教
会
・
小
１
）

と
で
聖
堂
を
青
年
で

満
た
し
、活
気
あ
る

活
動
の
一
つ
に
し
て

い
こ
う
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　

こ
の
「
青
年
の
た
め
の
ミ

サ
」
は
毎
月
、第
２
日
曜
の

午
後
５
時
か
ら
中
町
教
会
で

行
わ
れ
る
。
事
前
申
し
込
み

は
不
要
で
あ
り
、そ
の
後
の

食
事
会
も
参
加
無
料
。
南
地

区
外
か
ら
の
青
年
も
歓
迎
し

て
い
る
。★

★

★

　

上
五
島
地
区　

上
五
島
地

区
で
毎
年
２
月
11
日
に
行
わ

れ
る
高
校
生
黙
想
会
。
青
年

に
も
参
加
を
呼
び
掛
け
た
今

年
は
、11
小
教
区
か
ら
１
３

０
人
が
青
方
教
会
に
集
ま
っ

た
（
写
真
）。
テ
ー
マ
は
「
上

五
島
の
信
仰
の
先
人
た
ち
」。

　

午
前
中
は
日
本
の
教
会
、

上
五
島
の
教
会
の
歴
史
と
桐

の
ガ
ス
パ
ル
下
村
与
作
を
中

心
に
講
話
を
聞
き
、午
後
は

鯛
ノ
浦
の
ド
ミ
ン
ゴ
森
松
次

郎
の
生
涯
を
ス
ラ
イ
ド
を
交

え
て
学
び
、ゆ
る
し
の
秘
跡
、

感
謝
の
ミ
サ
で
終
了
し
た
。

一
部
損
傷 

１
０
０
万
円
▼

フ
ィ
リ
ピ
ン
中
部
台
風
30
号 

２
０
０
万
円
▼
フ
ィ
リ
ピ
ン

中
部
地
震 

１
０
０
万
円
▼

青
方
教
会
信
徒
の
火
事
３
件 

45
万
円
▼
水
主
町
教
会
信
徒

の
火
事
２
件 

30
万
円
▼
ア

フ
リ
カ
・
ウ
ガ
ン
ダ
・
女
子

修
道
会
の
小
学
校
建
設 

１

０
０
万
円
。

2014 年度
聖書講座・信仰養成講座のご案内

教区生涯養成委員会

月　日 科　目 講　師

4 月 26 日 秘跡による救いの営み
典礼と秘跡・典礼一般 頭島　光師

5 月 10 日 入信の秘跡
古木眞理一師

17 日 洗礼・堅信
24 日 聖体の秘跡

中濱敬司師
31 日 ミサと聖体

6 月 7 日 いやしの秘跡
尾髙修一師

14 日 ゆるしの秘跡と病者の塗油
21 日 交わりと使命を育てる秘跡

下窄英知師
28 日 叙階の秘跡と結婚の秘跡

7 月 5 日 他の典礼秘跡
小瀬良 明師

12 日 準秘跡・葬儀の儀式
9 月 6 日 人間の尊厳 赤尾満治師

13 日 自由と倫理 谷脇誠一郎師

20 日 徳 岩下和樹師

月　日 講　師
5 月 8 日 髙見三明大司教（概論）

15 日 川口昭人師

22 日 中濱敬司師

6 月 5 日 下窄英知師

12 日 川口昭人師

19 日 中濱敬司師

26 日 髙見三明大司教（公開講座）

7 月 3 日 下窄英知師

10 日 川口昭人師

17 日 谷脇誠一郎師

月　日 講　師
9 月 11 日 下窄英知師

18 日 谷脇誠一郎師

25 日 川口昭人師

10 月 5 日 澤田豊成師（公開講座）
9 日 川口昭人師

16 日 谷脇誠一郎師

23 日 中濱敬司師

11 月 6 日 下窄英知師

13 日 谷脇誠一郎師

27 日 中濱敬司師

月　日 科　目 講　師
10 月 4 日 罪 岩下和樹師

11 日 人間共同体
紙﨑新一師

18 日 人格と社会・社会生活・社会正義
25 日 自然法と教会法

山川　忠師
11 月 8 日 道徳法・恵みと義化・教会の掟

15 日 神の十戒①
（1 ～ 3） 眞浦健吾師

22 日
12 月 6 日 神の十戒②

（4 ～ 10） 大水　満師
13 日

1 月 10 日 キリスト教的生活の中での祈り
祈りの啓示・伝承・生活 髙見三明大司教

17 日
24 日

主の祈り 中野健一郎師
31 日

2 月 7 日 要理教育実習 中濱敬司師

3 月 8 日 修了式

聖書講座（木曜日 19:00 ～ 20:30）

【テーマ】書簡（ローマ・コリントを除く）と黙示録　【テキスト】聖書
【講師が担当する内容】
  ・髙見大司教：新約聖書概論と前期公開講座
  ・澤田豊成師：黙示録（後期公開講座）
  ・下窄英知師：ヘブライ人への手紙
  ・川口昭人師・中濱敬司師：パウロの手紙
  ・谷脇誠一郎師：全キリスト者への手紙

信仰養成講座・Ｂ年度（土曜日 19:00 ～ 20:30）

【テ ー マ】「祝う・生きる・祈る」
【テキスト】カトリック教会のカテキズム

❖場 所　カトリックセンター２階講堂
❖聴 講 料　聖書講座 13,000 円　信仰養成講座 16,000 円　＊聴講もできます（１科目 1,000 円）
❖申 込 期 間　2014 年 3 月 24 日（月）～ 4 月 25 日（金）
❖申 込 先　〒 852-8113 長崎市上野町 10-34 生涯養成委員会  Tel.095-841-7731  Fax.095-841-7732




